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１ パワーアップ研修（中堅教諭等資質向上研修）の全体像〔教諭〕

目 的

教育公務員特例法第24条の規定並びに「かごしま教員育成指標」及び「鹿児島県教員等研修
計画」に基づき，教諭に対して，個々の能力や適性等に応じた研修，中堅教諭等としての専門
性に関する研修等を実施し，資質の向上を図る。

【 主 な 評 価 の 観 点 と 項 目 】

キャリアステージに応じた求められる資質

学習指導力 生徒指導力 連携協働力 課題対応力

○学習指導の構想・実施 ○児童生徒の理解 ○校務の遂行・運営 ○特別支援教育の推進

・自校や地域の実態を ・児童生徒の状況の ・組織運営や教科経営等 ・特別支援教育の専門的

踏まえた指導計画の改 関係職員間での理解 を推進し，同僚への助言 な知識を基に，個に応じ

善ができる。 を促進できる。 ができる。 た指導ができる。

○学習指導の展開 ○児童生徒への指導 ○同僚性と自らの成長 ○情報管理とＩＣＴ活用

・実態に応じた学習指 ・関係機関とも連携 ・課題を共有する環境づ ・情報機器の活用や情報

導と同僚への助言がで した指導ができる。 くりと同僚への支援がで 管理を全校体制で推進で

きる。 きる。 きる。

○学習指導の評価・改善 ○安全管理・危機管理 ○複式・少人数指導の充実

・児童生徒の実態に応 ・危機の未然防止の取組 ・複式・少人数指導につ

じた評価の工夫ができ や危機の早期発見・対応 いて，同僚への助言がで

る。 ができる。 きる。

○保護者・地域等との連携 ○新たな課題への対応

・保護者・地域・関係機 ・自校の新たな課題につ

関等との連携を深め，適 いて検討し，解決策を構

切な対応ができる。 想できる。

【 研 修 の 実 施 】計20日

校 内 研 修（10日） 校 外 研 修（10日）

研究授業 課題研修Ⅰ 共通研修 講座選択 課題研修Ⅱ
研 修 研 修
(６日) (４日) (２日) (３日) (５日)

研究授業を通し 設定した課題につ 研修対象者が学習 総合教育センター 設定した課題につ

て，指導上の課題を いて，校長等の指導 指導，生徒指導，学 や大学等が設定す いて，校外で研修し,

明らかにし，学習指 を受けて校内で研修 校運営等，教育の る講座から，研修 課題の解決を図る｡

導案検討，授業研究 し，課題の解決を図 今日的課題等に関 対象者の能力，適

等を実施し，指導力 る｡ する共通の講座を 性等に応じて学習

の向上を図る。 受講する。 指導や生徒指導等

に関する講座を選

択し受講する｡

自 己 研 鑽

個々の能力，適性等の評価及び課題等の把握（事前の評価）

個々の能力，適性及び課題等に応じた研修計画の立案

個々の能力，適性等の評価及び課題等の把握（事後の評価）
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２ 評価について
(1) 評価の目的

ア 事前の評価

市町村教育委員会及び県立学校の校長は，事前に研修対象者（以下対象者という｡）の

能力及び適性等を総合的に評価し，充実した研修を実施するための研修計画の立案に

生かす。

イ 事後の評価

市町村教育委員会及び県立学校の校長は，研修の成果と課題を総合的に評価し，新

たな研修課題を明確にして，対象者の以後の研修に生かす。

(2) 評価の実施

ア 市町村教育委員会において

(ｱ) 評価票の作成

市町村教育委員会は，県が示す様式（様式１）を参考に，各市町村の実態等を踏

まえて評価項目を検討の上，決定し評価票を作成する。評価票については，各学校

に対して，適正な評価が実施されるよう，評価項目の内容や評価の実施方法，留意

事項等について十分に理解させる。

(ｲ) 事前の評価

・ 市町村教育委員会は，指導主事等を活用し，第１回の研究授業研修を参観・指

導するなど，幅広い情報収集を行い，対象者の能力及び適性等の適正な把握に努

める。

・ 市町村教育委員会は，校長が提出した評価票について，十分吟味した上で，評

価の決定を行う。

(ｳ) 事後の評価

・ 市町村教育委員会は，指導主事等を活用し，研修期間中の研究授業研修を参観・指

導するなどして，日頃から対象者の研修状況の把握に努め，事後の評価に生かす。

・ 市町村教育委員会は，校長が提出した評価票について，十分吟味した上で，評

価の決定を行う。

イ 小・中・義務教育学校において ※ 以下，義務教育学校については小・中学校に含む。

(ｱ) 事前の評価

・ 校長は，対象者に対して，研修の目的及び内容・方法等について十分理解させ

る。特に，評価については，評価の目的及び項目等を提示しながら十分な理解が

得られるように努める。

・ 校長は，教頭をはじめとする関係職員の意見等も幅広く聴取し，対象者の能力

及び適性等の適正な把握に努める。

・ 校長は，対象者に，第１回の研究授業終了後，自己評価に取り組ませ，５月中

旬を目途に自己評価を提出させる。

・ 校長は，対象者の自己評価を基に，本研修に係る面談の機会を設け，その中で

十分な指導を行い，課題意識の醸成と研修意欲の高揚を図るとともに評価票を作

成する。

・ 対象者は，これまでの教職生活を振り返って自己の姿を見つめ直すとともに，

校長との面談を通して，得意分野や課題を再確認し，中堅教諭としての専門性を

高めるための研修計画作成に生かす。

(ｲ) 事後の評価

・ 校長は，研修期間中，対象者への指導及び研修状況の把握に努め，事後の評価

に生かす。

・ 校長は，対象者に研修のまとめと自己評価に取り組ませ，２月中旬には自己評

価を提出させる。
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・ 校長は，対象者の研修のまとめと自己評価を基に，本研修に係る面談の機会を

設け，その中で十分な指導を行い，共に研修状況を振り返りながらその成果や課

題等について確認し，中堅教諭としての新たな意識・意欲の高揚を図るとともに

評価票を作成する。

・ 対象者は，研修の成果や課題を集約するとともに，校長との面談を通して，自

己の変容や伸びを捉え，中堅教諭としての今後の展望を明確にする。

ウ 県立学校において

(ｱ) 評価票の作成

校長は，県が示す様式（様式１）を参考に，各学校の実態等を踏まえて評価項目

を検討の上，決定し評価票を作成する。作成に当たって，校長は，対象者に対して，

研修の目的及び内容・方法等について十分理解させる。特に，評価については，評

価の目的及び項目等を提示しながら，十分な理解が得られるように努める。

(ｲ) 事前の評価

・ 校長は，教頭をはじめとする関係職員の意見等も幅広く聴取し，対象者の能力

及び適性等の適正な把握に努める。

・ 校長は，対象者に，第１回の研究授業終了後，自己評価に取り組ませ，５月中

旬を目途に自己評価を提出させる。

・ 校長は，対象者の自己評価を基に，本研修に係る面談の機会を設け，その中で

十分な指導を行い，課題意識の醸成と研修意欲の高揚を図るとともに評価票を作

成する。

・ 対象者は，これまでの教職生活を振り返って自己の姿を見つめ直すとともに，

校長との面談を通して，得意分野や課題を再確認し，中堅教諭としての専門性を

高めるための研修計画作成に生かす。

(ｳ) 事後の評価

・ 校長は，研修期間中，対象者への指導及び研修状況の把握に努め，事後の評価

に生かす。

・ 校長は，対象者に研修のまとめと校長が作成した評価票による自己評価に取り

組ませ，２月中旬には自己評価を提出させる。

・ 校長は，対象者の研修のまとめと自己評価を基に，本研修に係る面談の機会を

設け，その中で十分な指導を行い，共に研修状況を振り返りながらその成果や課

題等について確認し，中堅教諭としての新たな意識・意欲の高揚を図るとともに

評価票を作成する。

・ 対象者は，研修の成果や課題を集約するとともに，校長との面談を通して，自

己の変容や伸びを捉え，中堅教諭としての今後の展望を明確にする。

(3) 評価項目

市町村教育委員会及び県立学校の校長は，中堅教諭等資質向上研修の目的やかごしま

教員育成指標に示された「求められる資質」等を踏まえ，対象者の能力及び適性を総合

的に把握し，対象者の研修に生かすために，次の観点から評価票の評価項目を決定する。

学習指導力 生徒指導力 連携協働力 課題対応力

○学習指導の構想・実施 ○児童生徒の理解 ○校務の遂行・運営 ○特別支援教育の推進

○学習指導の展開 ○児童生徒への指導 ○同僚性と自らの成長 ○情報管理とＩＣＴ活用

○学習指導の評価・改善 ○安全管理・危機管理 ○複式・少人数指導の

○保護者・地域等との 充実

連携 ○新たな課題への対応



- 4 -

３ 研修計画について
(1) 研修計画書作成の基本的な考え方

校長は，本研修の趣旨を十分に踏まえ，対象者の個々の能力及び適性等に応じた研

修計画書を作成する。

研修計画書（様式２）は，評価票（様式１）と関連させながら作成する。作成に当

たり，校長は本研修に係る面談の機会を設け，その中で十分な指導を行い，対象者に

自らの課題や得意分野等を認識させるとともに，個々に応じた研修内容・方法を工夫さ

せる中で，課題意識の醸成と研修意欲の高揚を図る。

(2) 校内研修（10日）

校内においては，研究授業研修（６日）及び課題研修Ⅰ（４日）を実施する。

全校的な研修態勢を確立し，全職員の理解と協力のもとに，計画的かつ効果的な研

修を進める。

ア 研究授業研修（６日）

(ｱ) ねらい

研究授業を通して，学習指導における指導上の課題を明らかにし，日々の授業

の工夫・改善を実践しながら，確かな指導力の向上を図る。

(ｲ) 実施時期

４月～２月

(ｳ) 実施方法

・ 研究授業研修は，計３回実施する。１回の研究授業研修には，学習指導案検

討と授業研究を含み，２日間行う。

・ 授業研究を通して指導上の課題を明らかにするために，１回目を５月中旬を

目途に実施し，評価票記入及び研修計画書作成の参考にする。

・ ２回目以降の研究授業研修では，２回目を11月まで，３回目を２月中旬まで

にそれぞれ実施し，１回目で明らかになった問題点を整理し，計画的に課題の

解決を図る。

イ 課題研修Ⅰ（４日）

(ｱ) ねらい

設定した課題について，校長等の指導を受けて実施し，課題の解決を図る。

(ｲ) 実施時期

６月～２月

(ｳ) 実施方法

・ １日２単位時間以上で４日実施する。

・ 講師には，学校内外から校長が依頼した適任者を活用してもよい。

(3) 校外研修（10日）

校外においては，共通研修(２日)，講座選択研修(３日)，課題研修Ⅱ(５日)を実施

する。

ア 共通研修（２日）

(ｱ) ねらい

学習指導，生徒指導及び学校運営等に関する研修を実施し，中堅教諭としての

資質の向上を図る。
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(ｲ) 実施期日

【小学校・特別支援学校教諭，養護教諭，栄養教諭】

令和２年７月27日（月）～28日（火）

【中学校・高等学校教諭】

令和２年８月３日（月）～４日（火）

(ｳ) 場所

県総合教育センター等

(ｴ) 留意事項

詳細については，別途文書（４月発出予定の開催要項）で通知する。

イ 講座選択研修（３日）

(ｱ) ねらい

対象者の能力及び適性等に応じて学習指導，生徒指導，学級経営，情報教育及

び学校運営等に関する様々な講座を選択受講させることにより，時代の変化に対

応できる幅広い識見と専門性を養う。

(ｲ) 実施期日 （共通研修に引き続き実施する。）

【小学校・特別支援学校教諭，養護教諭，栄養教諭】

令和２年７月29日（水）～31日（金）

【中学校・高等学校教諭】

令和２年８月５日（水）～８月７日（金）

(ｳ) 場所

県総合教育センター等の教育機関及び大学等

(ｴ) 研修内容

教育機関及び大学等が開設する講座を選択して受講する。

(ｵ) 留意事項

・ 開設する講座等について，詳細は別途文書で通知する。

・ 県総合教育センターの長期研修の修了者，又は，現職で新教育大学（兵庫，

上越，鳴門）大学院及び鹿児島大学大学院等を修了した者は，本研修を免ずる

ことができる。

ウ 課題研修Ⅱ（５日）

(ｱ) ねらい

研修対象者が設定した課題や校長が研修対象者に必要と判断する課題について，

校外で研修し，課題の解決を図る｡

(ｲ) 実施時期

６月～２月

(ｳ) 場所

原則として市町村域内

(ｴ) 研修内容例

ねらい達成に向けた研修内容として次のようなものが考えられる。

・ 市町村域内等で実施される研修会，公開研究会への参加

・ 異業種における研修

・ 他校種における研修

(ｵ) 留意事項

・ 研修の受入先への依頼や連絡等については，校長を通じて適切に行う。

・ 体験活動での安全面には十分配慮するとともに，万一事故等が発生した場合

の対応についても，各学校において計画段階で事前に万全の策を講じておく。

・ 中堅教諭としての資質向上を図る研修であることを踏まえ，単なる体験や参
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加・参観で終わることなく，カリキュラム・マネジメントの視点から自校の教

育活動に〔教育課程編成に〕生かすことができるようにする。

４ 研修のまとめ及び研修報告について
(1) 対象者による研修のまとめと自己評価の提出

対象者は，全ての研修終了後，研修報告書（様式２）を作成するとともに自己評価

を行い，校長に提出する。

(2) 校長による事後の評価票と研修報告書の作成

校長は，対象者から提出された研修報告書等を点検するとともに，自己評価や研修

の状況を総合的に判断し，事後の評価票（様式１）を作成し，小・中・義務教育学校

及び市立高等学校においては市町村教育委員会へ，県立学校においては県総合教育セ

ンターへ提出する。

(3) 市町村教育委員会及び県総合教育センターによる評価と研修報告の承認

市町村教育委員会は，校長から提出された事後の評価票及び研修報告書等を確認し，

研修修了の承認（様式５）を当該学校長へ送付する。また，事後の評価票及び研修報告

書の写しを，小・中・義務教育学校分は当該教育事務所へ，市立高等学校分は県総合

教育センターへ提出する。

県総合教育センターは，県立学校の校長から提出された事後の評価票及び研修報告

書を確認し，研修の修了を承認する。

(4) 修了者一覧の提出

市町村教育委員会は，研修の修了を承認後，修了者一覧（様式３）を小・中・義務

教育学校分は当該教育事務所へ，市立高等学校分は県総合教育センターへ提出する。

教育事務所は，市町村教育委員会から提出された修了者一覧を取りまとめ，県総合

教育センターへ提出する（県立学校は，提出の必要はない）。

５ その他
(1) 研修の変更

対象者が，退職，育休，休職等の理由により，当該研修を受講できないことが判明

した場合，校長は，速やかに「令和２年度パワーアップ研修（中堅教諭等資質向上研

修）受講予定変更届」（様式４）を作成し，市町村立学校においては当該市町村教育

委員会に報告し，市町村教育委員会は，当該教育事務所を通して県総合教育センター

へ報告する。また，県立学校においては，県総合教育センターへ，市立高等学校にお

いては，当該市教育委員会を通して県総合教育センターへ報告する。

(2) 人事異動による転出者の取扱い

対象者が，人事異動により転出した場合，転出元の市町村教育委員会（県立学校に

あっては校長）は，転出先の市町村教育委員会（県立学校にあっては，転出先の校

長）に異動報告書（様式等については，別途発出予定）を送付する。
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〈参考〉

令和２年度パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修)のスケジュール

開 始 月 対 象 者
校 長

市町村教育委員会教育長
○校内研修 △校外研修 (県立学校を除く)

令和元年11月 ・対象者の報告 ・対象者の調査
（研修準備期間）

令和２年２月 ・対象者の確定，決定通知

３月 ・対象者の異動状況集約

令和２年４月 ○第１回研究授業研修 ・講座選択研修における ・指導主事等による指導
(４月～５月中旬【２日】) 希望講座の報告

（５月中旬）

５月
自己評価の提出

自己評価を基に対象者 ・対象者の研修計画書を作成
との面談及び指導 する校長との連携

様式１

評価票と研修計画書の
作成（５月上旬）

評価票と研修計画書の 事前の評価と研修計画の
提出（５月中旬） 決定（５月下旬）

６月 ○課 題 研 修 Ⅰ 様式１，２

(６月～２月【４日】）
・講座選択研修における受講

△課 題 研 修 Ⅱ 講座の通知（６月中旬）
（６月～２月【５日】）

・指導主事等による指導
△共 通 研 修
(７月～８月【２日】） ・校長と連携した研修状況の

把握
７月 △講 座 選 択 研 修

(７月～８月【３日】）

○第２回研究授業研修
(11月まで【２日】）

○第３回研究授業研修
(２月中旬まで【２日】）

令和３年１月

２月 自己評価の提出と研修 自己評価を基に対象者
報告書の作成 との面談及び指導

様式１，２

評価票の作成と研修報
告書の点検

評価票と研修報告書の 事後の評価と研修報告書
提出（２月下旬） の承認（３月上旬）

様式１，２ （様式１，２の写しと様式３を教育

事務所へ提出）

研

修

状

況

の

把

握



様式１ 
令和２年度パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修) 評価票 

学校名  対象者氏名  

１ 学習指導力 

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

学習指導の

構想･実施 

 自校や地域の実態を踏まえた指導計画の改善を図っている。     

 単元（題材）のねらいを踏まえて，児童生徒の実態を的確に把握し，

指導の方策を立てている。 
    

学習指導

の展開 

 児童生徒一人一人に確かな課題意識をもたせ，主体的な課題解決を図

ることができるような学習活動，学習形態などを工夫している。 
    

 児童生徒の実態に応じた学習指導と同僚への助言を行っている。     

 話合いや発表の仕方，グループ活動のルール等を身に付けさせ，児童

生徒間に主体的に学び合おうとする雰囲気を育んでいる。 
    

学習指導の

評価･改善 

 学習目標を明確にし,「おおむね満足」できる学習状況を評価規準とし

て設定している｡ 
    

 常に自らの学習指導を振り返り，指導に関する課題を的確に把握し，

改善に取り組んでいる 。 
    

 児童生徒の実態に応じた評価となるよう工夫している。     

主体的な

学習態度

の育成 

 学校図書館の活用や読書活動の推進に取り組み, 進んで読書や調べ活

動をする態度を身に付けさせている。 
    

 児童生徒の自主的な学習態度を育成するために，家庭学習の習慣化な

どに取り組んでいる。 
    

２ 生徒指導力 

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

児童生徒

の理解 

 児童生徒との触れ合いを大切にして共感的な理解に努め，児童生徒と

の信頼関係を築いている。 
    

 児童生徒の状況について，関係職員間での理解の促進に努めている。     

児童生徒

への指導 

 保護者・地域・関係機関等との連携を深め，個に応じた指導を行って

いる。 
    

 いじめ，不登校，問題行動等の生徒指導上の諸問題に対して，積極的

に取り組み，迅速かつ適切に対処している。  
    

 児童生徒をよりよい方向に導くための教育相談等の理論や技法を身に

付けている。 
    

学級経営･

学年経営 

 学校教育目標や経営方針などに基づき，学年・学級経営の具体的な目

標を立て，その実現に向けて効果的な取組を推進している。 
    

 児童生徒相互の信頼関係に基づく共感的な雰囲気を育み，係活動や委

員会活動などを通して，自主的な態度を育成している。 
    

キャリア

教育の推進 

 キャリア教育及び進路指導の年間指導計画に基づき，適切な指導を実

施し，必要事項を確実に記録している。 
    

 児童生徒一人一人の総合的な理解に基づき，児童生徒に自らの生き方

について考える主体的な態度や意欲を育成しようとしている。 
    

 職業に対する児童生徒の興味・関心を高めるとともに，職業の重要性

を認識させるなど，望ましい勤労観・職業観の育成に努めている。 
    

 
 
 

評価は 中堅教諭であることを踏まえ，以下のＡ～Ｄの４段階で記入する。 
Ａ：特に優れている Ｂ：優れている Ｃ：おおむね良好である Ｄ：努力を要する 

※

Ａ：特

(1/2) 
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様式１ 

３ 連携協働力   

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

校務の遂

行・運営 

 組織運営や学級経営・教科経営等を他の職員と連携して円滑に推進

し，同僚への助言を行っている。 
    

同僚性と
自らの成長 

 他の職員と課題を共有する環境づくりと同僚への支援を行っている。     

安全管理・

危機管理 
 危機の未然防止の取組や危機の早期発見・対応の取組を行っている。     

保護者･地域 

等との連携 

 家庭への情報提供や教育相談を適切に行うなど，家庭との連携に努め

るとともに，地域や関係機関等との連携を深め，適切に対応している。 
    

４ 課題対応力  

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

特別支援

教育の推進 

 特別な教育的支援を必要とする児童生徒への理解と指導に積極的に取

り組み，専門的な知識を基に個に応じた指導を行っている。 
    

情報管理と

ICT の活用 

 児童生徒の興味・関心を高め，理解を深めるためにＩＣＴ機器などの

情報機器を効果的に活用するとともに，全校体制による情報管理の推進

に努めている。                  

    

複式・少人数

指導の充実 
 少人数指導のよさを生かし，個別指導や複式学級での指導を行うとと

もに，複式・少人数指導について同僚へ助言ができる。 
    

新たな課題 
への対応 

 自校の新たな課題について検討し，解決策を構想している。     

５ 総合所見                                

事 

 

前 

 

   令和  年  月  日 

                              校長氏名  ［                 ］  印 

事 

 

後 

 

   令和  年  月  日 

                              校長氏名  ［                 ］  印 

 

(2/2) 
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出席
状況

回 期　日 ～

出席
状況

～

特記事項
（免除理由等）

期日 場　所
実施
状況

期　日

①

②

③

④

校長氏名

研修の
成果及び課題

令和　年　月　日

第
３
回 課題研修Ⅱ（５日）

課題研修Ⅰ（４日，１日２単位以上） 研修名または内容

内　容
実施
状況

第
２
回

講座選択研修（３日） 期　日

研究授業研修 共通研修（２日） 期　日

内　容
実施
状況

課　題

課題設定
の理由

校内研修 校外研修

様式２

令和２年度パワーアップ研修（中堅教諭等資質向上研修）計画書･報告書

学校名 対象者氏名

印
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様式３

（　　　　　　　）教育委員会

（　　　　　　　）教育事務所

番号 学校名 職員番号 氏　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

令和２年度パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修)　修了者一覧

（小・中・義務教育・高）

＜留意事項＞

１ 学校名には，設置者名も記入すること。（記入例：○○町立○○小学校）

２ 各市町村教育委員会は，管下分を取りまとめて，校種ごと別葉にて作成し，小・

中・義務教育学校分は当該教育事務所へ，市立高等学校分は直接，県総合教育セン

ターへ報告すること。

また，各教育事務所は，管内分を取りまとめて，県総合教育センターへ報告するこ

と（県立学校は，報告の必要はない）。

－ 11 －
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様式４

令和２年度パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修) 受講予定変更届

令和 年 月 日

殿

立 学校

校長氏名 印

下記対象者の受講予定の変更についてよろしくお願いします。

記

１ 対象者名

２ 変更の内容

３ 変更の理由

＜留意事項＞

※ 校長は，速やかに，市町村教育委員会に報告し，市町村教育委員会は，当該

教育事務所を通して，県総合教育センターへ報告すること。

なお，県立学校は，直接，県総合教育センターへ，市立高等学校は，当該市

教育委員会を通して，県総合教育センターへ報告すること。



- 13 -

様式５

令和 年 月 日

学校長 殿

教育委員会教育長 印

令和２年度パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修)〔教諭〕対象者の研修

修了の承認について（通知）

令和 年 月 日付け 号で提出のあった下記対象者の評価票及び研修報告書に基

づき，研修の修了を承認します。

記

職 名 氏 名



様式１ 

 
記入例 

令和２年度パワーアップ研修(中堅教諭等資質向上研修) 評価票 

学校名 ○○○立□□□学校 対象者氏名 ◇◇ ◇◇ 

１ 学習指導力 

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

学習指導の

構想･実施 

 自校や地域の実態を踏まえた指導計画の改善を図っている。 Ｃ   

 単元（題材）のねらいを踏まえて，児童生徒の実態を的確に把握し，

指導の方策を立てている。 
Ｂ   

学習指導

の展開 

 児童生徒一人一人に確かな課題意識をもたせ，主体的な課題解決を図

ることができるような学習活動，学習形態などを工夫している。 
Ｃ   

 児童生徒の実態に応じた学習指導と同僚への助言を行っている。 Ｄ   

 話合いや発表の仕方，グループ活動のルール等を身に付けさせ，児童

生徒間に主体的に学び合おうとする雰囲気を育んでいる。 
Ｃ   

学習指導の

評価･改善 

 学習目標を明確にし,「おおむね満足」できる学習状況を評価規準とし

て設定している｡ 
Ｂ   

 常に自らの学習指導を振り返り，指導に関する課題を的確に把握し，

改善に取り組んでいる 。 
Ｂ   

 児童生徒の実態に応じた評価となるよう工夫している。 Ｃ   

主体的な

学習態度

の育成 

 学校図書館の活用や読書活動の推進に取り組み, 進んで読書や調べ活

動をする態度を身に付けさせている。 
Ｃ   

 児童生徒の自主的な学習態度を育成するために，家庭学習の習慣化な

どに取り組んでいる。 
Ｂ   

２ 生徒指導力 

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

児童生徒

の理解 

 児童生徒との触れ合いを大切にして共感的な理解に努め，児童生徒と

の信頼関係を築いている。 
Ｂ   

 児童生徒の状況について，関係職員間での理解の促進に努めている。 Ｃ   

児童生徒

への指導 

 保護者・地域・関係機関等との連携を深め，個に応じた指導を行って

いる。 
Ｄ   

 いじめ，不登校，問題行動等の生徒指導上の諸問題に対して，積極的

に取り組み，迅速かつ適切に対処している。  
Ｃ   

 児童生徒をよりよい方向に導くための教育相談等の理論や技法を身に

付けている。 
Ｂ   

学級経営･

学年経営 

 学校教育目標や経営方針などに基づき，学年・学級経営の具体的な目

標を立て，その実現に向けて効果的な取組を推進している。 
Ｃ   

 児童生徒相互の信頼関係に基づく共感的な雰囲気を育み，係活動や委

員会活動などを通して，自主的な態度を育成している。 
Ｂ   

キャリア

教育の推進 

 キャリア教育及び進路指導の年間指導計画に基づき，適切な指導を実

施し，必要事項を確実に記録している。 
Ｃ   

 児童生徒一人一人の総合的な理解に基づき，児童生徒に自らの生き方

について考える主体的な態度や意欲を育成しようとしている。 
Ｂ   

 職業に対する児童生徒の興味・関心を高めるとともに，職業の重要性

を認識させるなど，望ましい勤労観・職業観の育成に努めている。 
Ｂ   

 
 
 

評価は 中堅教諭であることを踏まえ，以下のＡ～Ｄの４段階で記入する。 
Ａ：特に優れている Ｂ：優れている Ｃ：おおむね良好である Ｄ：努力を要する 

※

Ａ：特

(1/2) 
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対象者との面談を実施し，対象者の自己評価を

加味した校長の評価を記入すること。 

評価はＡ～Ｄのリストから選択してください。 



様式１ 

３ 連携協働力   

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

校務の遂

行・運営 

 組織運営や学級経営・教科経営等を他の職員と連携して円滑に推進

し，同僚への助言を行っている。 
Ｃ   

同僚性と
自らの成長 

 他の職員と課題を共有する環境づくりと同僚への支援を行っている。 Ｃ   

安全管理・

危機管理 
 危機の未然防止の取組や危機の早期発見・対応の取組を行っている。 Ｂ   

保護者･地域 

等との連携 

 家庭への情報提供や教育相談を適切に行うなど，家庭との連携に努め

るとともに，地域や関係機関等との連携を深め，適切に対応している。 
Ｄ   

４ 課題対応力  

               評 価 項 目                事前評価 事後評価 

特別支援

教育の推進 

 特別な教育的支援を必要とする児童生徒への理解と指導に積極的に取

り組み，専門的な知識を基に個に応じた指導を行っている。 
Ｂ   

情報管理と

ICT の活用 

 児童生徒の興味・関心を高め，理解を深めるためにＩＣＴ機器などの

情報機器を効果的に活用するとともに，全校体制による情報管理の推進

に努めている。                  

Ａ   

複式・少人数

指導の充実 
 少人数指導のよさを生かし，個別指導や複式学級での指導を行うとと

もに，複式・少人数指導について同僚へ助言ができる。 
Ｃ   

新たな課題 
への対応 

 自校の新たな課題について検討し，解決策を構想している。 Ｃ   

５ 総合所見                                

事 

 

前 

 

   令和  年  月  日 

                              校長氏名  ［                 ］  印 

事 

 

後 

 

   令和  年  月  日 

                              校長氏名  ［                 ］  印 
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 対象者との面談を実施した上で，次の２点について記載する。 
① １～４の事後評価を基にした評価のまとめ 
（改善された点や残された課題） 

② 中堅教諭としての今後の展望（研修意欲の継続） 

 対象者との面談を実施した上で，次の３点について記載する。 
① １～４の事前評価を基にした評価のまとめ 
（優れた点や改善を要する点） 

② ①を踏まえた本研修における対象者の課題（課題意識の醸成） 
③ 課題を解決するための研修計画の方向性（研修意欲の高揚） 



出席
状況

回 期　日
令和2年
7月27日(月)

～
令和2年
7月28日(火) ○

令和2年
6月12日(金) ○

出席
状況

令和2年
6月29日(月) ○

令和2年
7月29日(水)

～
令和2年
7月31日(金) 免除

令和2年
10月7日(水) ○ 特記事項

（免除理由等）

令和2年
10月28日(水) ○

期日 場　所
実施
状況

期　日
令和2年
6月19日(金)

○○市
市民会館

○

①
令和2年
6月8日(月) ○

令和2年
8月18日(火)

○○幼稚園
◇◇幼稚園

○

②
令和2年
8月7日(金) ○

令和2年
8月19日(水)

□□保育園 ○

③
令和2年
8月21日(金) ○

令和2年
11月13日(金)

○○市立
◇◇小学校

○

④
令和3年
1月12日(火) 延期

令和2年
12月4日(金)

○○市立
△△小学校

○

校長氏名

□□地区研究協力校
「○○」研究公開

内　容
実施
状況

様式２

令和２年度パワーアップ研修（中堅教諭等資質向上研修）報告書

学校名 ○○○市立□□□小学校 対象者氏名 ◇◇　◇◇

校内研修 校外研修

研究授業研修 共通研修（２日） 期　日

第
２
回

「主体的・対話的で深い学びを実現する問いの
工夫」に向けての指導案検討 講座選択研修（３日） 期　日

上記テーマに基づく授業及び授業研究

平成30年度県総合教育センター長期研修

上記テーマに基づく授業研究
※　研究授業は10月27日（火）に実施 課題研修Ⅱ（５日）

課題研修Ⅰ（４日，１日２単位以上） 研修名または内容

教育課程編成の工夫改善に向けて
（カリ･マネ演習進行･事後指導）

特別活動の充実に向けて
○○市研究協力校研究公開
「幼小連携」

課　題

課題設定
の理由

内　容
実施
状況

県小学校教育研究会○○部会

ミドルリーダーとしての役割
次年度スタートカリキュラム作
成に向けた打合せ

同僚性を生かした研修について
（カリ･マネ演習実施に向けて）

次年度スタートカリキュラム作
成に向けた打合せ

第
３
回

「主体的・対話的で深い学びを実現する問いの
工夫」をテーマとした社会科指導案検討

研修の
成果及び課題

令和○年□月△日

□□　□□ 印

 
記入例 

実施したら○。

計画書提出時は空欄の

まま。（以下，同様。）

第１回の成果と課題を

踏まえ，研修計画提出

後～11月に実施する。

第２回の成果と課題を踏まえ，

第２回終了後～２月に実施する。

入力例

半角で6/12または，2020/6/12と入力し

てください。(曜日は自動反映されます。)

半日以上を１日と捉える。

原則として，研修日の重なりが

ないように計画を立ててください。

事前の自己評価をもとに，対象者と校長とで話し

合って決めた課題設定の理由を記入する。

事前の自己評価をもとに，対象者と校

長とで話し合った課題を記入する。

事後の自己評価をもとに，対象者が記入する。

（計画書提出時は空欄のまま。）

設置者名から記入する。

「計画書」，「報告書」の区別を明確に。

記入フォントは全て

明朝体とする。

受講予定変更等により当該年度に実施し

ない場合は，「延期」を入力する。

免除等の場合，その理由を記入する。

研修計画書と異なる日時・内容等の場合は，その旨を電

話連絡し，研修報告書において，実施したものを記載し，

提出する。

１回の研究授業研修には，事前の学習指導案

検討と授業後の授業研究を含み，２日間行う。

授業と授業研究の日が異なる場合には，その旨

が分かるように記入する。

本研修の成果が，キャリアステージの初任期，発展期等の職員

への助言や支援にも生かされるよう，例えば，校務やフレッシュ研

修等との関連を図るなど，工夫して実施する。
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